
平成２３年度優先度判定パブリックコメント結果 

No.
属
性

年
代

府
省
名

施策
番号

施策名

ご
意
見
概
要

ご意見

3201

民
間
企
業

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27169
グリーン
ITプロジ
ェクト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

外国の追撃をかわし、研究成果を実用化につなげること
が出来る民間企業への加速的なサポートが必要ではな
いか。 

ICT機器の省
ドルが投資
と雇用の拡
 ご参考）
http://www

3202

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24122

革新的
タンパク
質・細胞
解析研
究イニシ
アティブ

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

堅固なロジスティックスの上で、細胞の中でのタンパクの
振舞について先端的研究を目指すべき。

Johns Hopk
ータ解析を行
Structure In
へと展開しつ
PSI:Biology
究はこれを
すので、さら
す。

3203

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24126
ゲノム医
科学研
究事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ゲノム医科学研究分野の研究を推進することは、日本の
医学分野のレベルをさらに高くするうえでも必要であるた
め、推進すべきと考えます。

本事業は我
可欠と考え
世界中で行
界で初めて
す。その様な
の実現に向
界との差を縮
進されるべき
究事業であ
力となって国
であると考え

3204

民
間
企
業

20
～
29
歳

経
済
産
業
省

27007

次世代
印刷エ
レクトロ
ニクス材
料・プロ
セス基
盤

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

印刷によって回路を作製することで必要な材料を必要な
量だけ使用することができ、経済的にも環境的にもメリッ
トが大きい。将来的には多種の印刷用インクを開発する
ことで電子回路に限らず多くの用途に利用できる可能性
がある。このような将来性を考慮し推進すべきと考える。

印刷による
ト印刷機を用
おり、その高
にあると思わ
となっている
が開発され
ものと思われ

民 経
グリー
ン・サス

こ
の
ま 子供や孫の将来のため、石油に依存しない、新しい形の

私は長い間
いりました。
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3205

間
企
業

60
歳
～

済
産
業
省

27005

テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤

ま
推
進
す
べ
き

ものづくりは大変重要かと思います。バイオマスや二酸
化炭素からプラスチックを作ることが出来れば、二酸化炭
素削減効果にもつながり、非常に良いことだと思います。

快適性は、
います。しか
ラスチック原
可欠である

3206

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24140

RIビーム
ファクト
リー計画
の推進 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

日本が現在フロントランナーとなっているJ-PARCやRIBF
における加速器科学を引き続き推進し、基礎科学分野で
世界から尊敬され、世界から人が集まる国として欲しい。

世界最高性
界に広く公開
ることであり
の責務を負
なく、最先端
は多大なる
測できないも
めず、人材
進して欲しい

3207

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24140

RIビーム
ファクト
リー計画
の推進

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

RIビームファクトリーは世界中の研究者が待ち望んでき
た加速器施設であり、今後もこの施策を推進することで、
日本が世界をリードする研究を行うことができると考えら
れる。 

世界に先駆
込まれ、日本
日本の誇り
進すべきで

3208

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバルCOEプログラムは、日本の大学院における教
育研究活動に一大変革をもたらしたものであり、プログラ
ムで採択された拠点の国際競争力を強化している。とり
わけ、理工系に比べて国際化が進んでいなかった人文
社会系の大学院生の国際的活動を促進している。この国
際競争力・国際的活動をさらに強化させるために、本プロ
グラムはこのまま推進させるべきであり、予算が許すなら
ば、本プログラムのための予算を増額すべきである。

本プログラム
的教育研究
る。この目的
教育研究や
来、世界で活
る。人材育成
で出ることは
中堅の研究
界的に見て
ログラムは最

3209
そ
の
他

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27005

グリー
ン・サス
テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ

毎日プラスチックごみが大量に出ており、これを単に燃や
すだけ、あるいは埋め立てているのでは大変資源の無駄
遣いであると思います。プラスチックは石油から作られて
いますが、これを石油以外から作ることが出来ればすば
らしいと思います。

子供達の未
スチックが出
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き

3210

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24189
学術国
際交流
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

わが国の科学的な国際協力は財政悪化の中で大きく減
少してきている。科学的な国際協力は一度とだえると復
活するのに時間がかかるので、途切れないようにしてい
ただきたい。

国際化の中
協力関係を

3211

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

予算の都合上基本的に減額傾向になると思うが、減額せ
ずに力を入れて取り組んでいくべきである。

プログラムを
援を受けて
ていない者
の努力と責
であろうから
大きいと考え
ラムの内容
大きく、これ
励むことので
に違ってくる
に力を入れ
に重要であ

3212

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177

大強度
陽子加
速器施
設（J-
PARC）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ハイパー核の研究分野は日本人が開拓し、これまで世界
をリードしてきた。しかしながら世界の競争は激しいた
め、J-PARCを強力に推進し、基礎科学の分野でこれか
らも世界をリードして欲しい。

加速器科学
が、最近は
アジア及び
ーシップを発
れからも世界
り、日本の教
ことができる
に資する。

3213
そ
の
他

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27005

グリー
ン・サス
テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

バイオマスや気体原料から化合物・ポリマー・材料を製造
する技術が開発されれば、石油を使う量が減ると思いま
すので、この施策は推進すべきだと思います。

プラスチック
み問題など
がなくなると
作るかは大
ないプラスチ
います。

大
学・
公 こ 我が家は４
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3214

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・ア
レルギ
ー科学
総合研
究事業

の
ま
ま
推
進
す
べ
き

スギ花粉症ワクチン開発の研究を強く支持します。

粉症である
の労働生産
の日本人が
損なわれて
活を望めば
る。本来の免
剰な反応を
究を強く支持

3215

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

農
林
水
産
省

26002

農林水
産物・食
品の機
能性等
を解析・
評価す
るため
の基盤
技術の
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

食品の機能性は高齢化社会を迎えてますます重要であ
る。機能性に優れているとされる水産物も重要項目として
取り扱ったもらいたい。

わが国は動
存している重
EPAなど機能
そのほかの
が、詳細は
より多くの水
明は重要で

3216

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の
探求

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

素粒子物理学の分野では、日本の高エネルギー実験は
世界の最先端の成果を上げており、高エネルギー加速
器研究機構（KEK)は、ヨーロッパのCERN、米国の
Fermlabとともに、世界３大研究拠点のひとつとして、分野
をリードすることが期待されています。Bファクトリー高度
化計画は、現行のＢファクトリーの性能を４０倍向上させ
ることにより、CERNで進行中のLHC実験と相補的な方法
で新しい自然法則の解明を目指すもので、その学術的な
意義は非常に大きいと言えます。強力に推進すべきで
す。

基礎科学の
るもので、国
ー高度化の
者を引きつ
ることができ
研究者の育
実験は最先
様々な技術
形成は十分
す。Ｂファク
を我が国に
失うことなく

3217

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24107

独）理化
学研究
所運営
費交付
金「環
境・エネ
ルギー
科学研
究事業
（内、バ
イオマス
エンジニ
アリング
研究）」

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

環境問題はこれからの私たち子供や孫の世代に移行し
ていくにしたがって、大変大きな問題になって行くと思う。
また、環境問題は問題が起こってからでは時すでに遅し
のはず。 
国の予算は大変だとは思うが、住み良い未来のためにも
この案件は協力に推し進めるべきである。

上記意見と
国の経済も
めている。
あわせて将
していかなく
推進していく

大
学・
公
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3218

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

研究者の自由な発想で研究・開発が出来る科学研究費
補助金の充実無くして、日本の将来の発展を担保する基
礎科学の発展は望めないため、強力に推進して欲しい。

科学研究費
育てる上で
今後世界を
高い国となる
要がある、ま
により、若い
ることにも?
れることを望

3219

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24122

革新的
タンパク
質・細胞
解析研
究イニシ
アティブ

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ヒトをはじめとした生き物の中でタンパク質がどのように
働いているのかを明らかにすることは生命を理解する上
でも、革新的な医療技術や農業技術を開発する上でも大
切です。ターゲットタンパクプロジェクトは分子の構造を基
にこれを明らかにしようとする、世界的にユニークな取り
組みです。アメリカも今年からこれに見習ったプロジェクト
を開始したぐらいで、この研究を高い優先度で推進するこ
とがわが国の将来にとって重要です。

本プロジェク
生物学者が
います。総仕
です。今まで
持って行くよ
プロジェクト
産業の発展
究は研究法
の波及効果

3220

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24014

頭脳循
環を加
速する
若手研
究者戦
略的海
外派遣
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバル環境に対応した人材を育成するため，大学の
さらなる国際化は不可欠である。そのための手段として，
海外の優れた指導者の元で研究する機会を得るだけで
なく，海外の大学で優れた教育システムや大学組織運営
を学ぶことは，将来の日本の大学にとって極めて重要で
ある。

海外の大学
態は，ある程
はできないた

3221

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科研費は特に基礎科学的な研究を進めていく上で必要
不可欠であり、研究費の削減は数十年百年後の科学技
術の発展を妨げると思います。

基礎科学は
かないない
技術の基盤
研究費を削
てしまう可能
築を妨げて

大
学・
公

私は実際の
ば、コンピュ
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3222

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

そ
の
他

日本の基礎研究を支える科研費には更なる拡充が必要
不可欠です。基盤Cのみならず、基盤Bも拡充が必要で
す。採択率を30％に上げるため、最短研究期間を３年に
延長したと聞きましたが、実際、採択率はそんなに上がっ
ていません。かえって、研究に支障が生じ、若手研究者
をポスドクで雇用することができないなど、若手育成にも
悪影響が生じています。

進歩が必要
ソフトウェア
されます。
また、若手育
以上の研究
す。例えば、
す。基盤Bは
が、最低３年
が減少して
雇用するこ
悪影響が生

3223

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

特別研究員事業を通して、現在世界のリーダーとして活
躍している研究者が多く排出されており、その存在意義
は揺るぎなく、今後も強力に推進して欲しい。

日本の将来
進出来る環
行うべき事柄
することが国

3224

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究補助
金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

若手研究（A）および（B）の充実、さらには若手の海外研
修を資金面、制度面において、改善、強化するべきだと
考えます。

高度成長期
科学技術に
す。さらなる
人（やる気の
配分するこ
海外研修を
べきだと思い
の改革が必

3225

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

農
林
水
産
省

26108

新たな
農林水
産政策
を推進
する実
用技術
開発事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

食品の研究は国民の健康を守る意味で重要である。減
額された予算が提示されているが、むしろ増額すべきで
はないか。華々しい研究に押されて地道な研究が抑えら
るのはよくない。

食品の研究
らなかなか成
品研究から
に直接結び

大
学・
公
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3226

的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は、人文・社会科学から自然科学まで
全ての分野にわたり、研究者の自由な発想に基づく研究
に助成する競争的資金であり、社会にブレークスルーを
もたらす画期的な研究成果を多く生み出している。

競争的資金
者をドライブ
れば、日本

3227

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24138
Bファクト
リー加速
器

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

私は科学・技術関係予算をＢファクトリーの加速器に優先
すべきであると考える。

Ｂファクトリー
で規模にお
誇れる施設

3228

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

総
務
省

20004

脳の仕
組みを
活用した
イノベー
ション創
成型研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

脳機能解明とそれに基づいたブレインマシンインターフェ
イス(BMI)は、とりわけ、高度成熟社会での少子高齢化、
介護、障害者の社会参加、高度ストレス（環境・心）、情報
通信量の巨大化、エネルギー等の問題解決にも関わっ
ており、非常に重要である。欧米でも巨額の研究予算が
投じられ国家レベルでの取り組みも行われている。日本
は少し前まではBMIでは遅れをとっていたと思われるが、
基礎研究の進展により、最近では、欧米を追い越してい
るところもある。また、基礎研究や技術の発展と共に、従
来から強かったロボット技術を生かし、BMIでイニシアチ
ブをとることができれば、巨大輸出 
産業にもなりうる。早急な研究開発が必要である。 

BMI研究の進
を補うばかり
にもつながる
なく、適切な
うな高度成熟
がる。たとえ
ができる、こ
きる、ストレ
できる、心と
「いじめ」「D
健全な社会
エネルギー
大な情報処
倣することが
る情報通信
なる。このよ
早急に進展

3229

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナ
ルバイ
オリソー
スプログ
ラム

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ

生物学研究の基盤であるバイオリソースは、進化時間の
長いもの、作成収集に多大な時間と手間を要するもの等
がほとんどである。一方、生物学、医学、農学などの研究
は、そのようなバイオリソースがなければ成り立たない。
しかしながら、リソースのための予算措置は限られている
事から、一旦確立収集したリソースの取り扱いを縮小した
り、新たに収集すべきもの、現行の種類では収まらない
新たなリソースの導入などを精査して進めるべきである。
また、ナショナルセンターの様な枠組みがあれば、集中し
て費用の節減も可能ではないだろうか。

あと１年でプ
生物学の進
次期でその
ものもある。
ソースをモデ
る。よって一
研究コミュニ
があると考え

7



等） き

3230

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

研究者、特に若手研究者にとって研究資金の確保は非
常に重要な問題であり、このような支援政策は歓迎すべ
きであり、推進すべきであると考えています。ただし一方
で、社会への還元という形で、研究の成果をひろく一般に
分かりやすい形で公表・発表することも必要であると思い
ます。

研究者にと
することは、
初期段階で
で、そのチャ
プラスであり
 
国民の税金
表・発表する
にその中に
を担う子供た
いでしょうか

3231

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は研究を遂行する上で重要な役割を
果たしている。このまま推進すべき事業である。

研究を推進
外の学会等
する上で重
う上で必要不

3232

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24149

国立大
学法人
等施設
の整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

日本の大学の環境は欧米に比べ整備が進んでいない面
が多く、またアジア諸外国の猛烈な追い上げにより既に
抜かれている部分もある。日本がアジア・世界のリーダー
として今後も責務を果たすには、大学の設備の充実が急
務である。

日本の大学
このままでは
から散逸す
本が衰退す
である。既に
手遅れにな
要がある。

3233

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24149

国立大
学法人
等施設
の整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

個人的に知る限りでも、国際的な存在感のある日本の大
学、研究所で、研究環境が必ずしも優れているとは言え
ない場所があります。早急に改善されるべきだと思いま
す。

研究環境の
条件だと思

8



試
等）

3234

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は次世代を担う研究者の育成を目的
とする施策の中でも非常に重要な施策の一つであると考
えられる。これは科学研究費補助金がその他の多くの研
究助成金と異なり、支給の対象者が一個人であることに
ある。 
当然のことながら、科学研究は一個人のみによって進歩
するものではないが、一方で研究の新しい局面を切り開
く芽を生み出すのは個人の自由な発想に基づくものの方
が多い。そして研究は高度になればなるほど、積み重ね
る研究よりも生み出す研究の方が常に困難、かつ希少で
ある。 
歴史的に見て、日本の研究者は積み重ねの研究を進め
ることは既に得意である。それに加え、積み重ねの研究
はやはり性質上分母が大きい集団の方が有利である。こ
のような背景の中で、今後重要性が高くなることが間違
いない生み出す研究を育むのに非常に重要な役割を果
たしている施策「科学研究費補助金」はこのまま推進され
るべきである。ただし、生み出す研究の重要性ゆえに科
学研究費補助金の必要性を述べたが、生み出す研究だ
から全てを認めるということは当然あり得ず、支給対象と
なる研究の課題の大きな枠組みを適切に設定していくこ
とは施策を推進していく上で必ず行うべきである。

科学研究費
いてもとても
の恩恵を享
このような経
態がおもわ
究者を目指
は甚だ疑問
後輩など学
いるようであ
研究活動を
常に貴重な
につながる
じているのも
 

3235

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24140

RIビーム
ファクト
リー計画
の推進

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

J-PARC、RIBFの推進やKEKB高度化など、先端加速器
による基礎科学を進めてほしい。

この加速器
者から待望
推進するこ
ドできる。

3236

民
間
企
業

20
～
29
歳

経
済
産
業
省

27018

次世代
照明等
の実現
に向け
た窒化
物半導
体等基
盤技術
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

地球温暖化の原因として二酸化炭素の大量排出が挙げ
られますが、それを抑制するには省エネルギ―化を測る
取り組みが必要です。一人一人が気をつけて行動するこ
とも大切ですが、効率のよいものを使用することで地球
温暖化を食い止められるのではないでしょうか。

私たちの生
が広く活用さ
の割合を占
うな照明器具
き、地球にも
為、開発続

3237

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独

30
～
39
歳

文
部
科
学

24170
Bepi 
Colombo
(水星探
査プロジ

こ
の
ま
ま
推
進

計画通りにプロジェクトを進行できるよう，予算等の面で
政府も後押しすべきと考えます．

国際協力の
さらには，日
圏探査技術
ができる機会
材料になる

9



法・
公
設
試
等）

省 ェクト） す
べ
き

いです．

3238

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24008

テニュア
トラック
普及・定
着事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

強く推進すべき
増加した助
を持った人た
日本の基礎

3239

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科研費のさらなる拡充を推進するべき．

科学技術立
は，資源を持
充し，将来の
は，科研費

3240

民
間
企
業

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27007

次世代
印刷エ
レクトロ
ニクス材
料・プロ
セス基
盤技術
開発事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

プリンテッドエレクトロニクスは、国内企業が得意とする材
料技術を利用するので、国内産業の活性化に繋がると考
える。

エレクトロニ
世界をリード
は、今後、日
も、非常に重

3241

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24177

大強度
陽子加
速器施
設（J-
PARC）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

J-PARC、RIBFの推進やKEKB高度化など、先端加速器
による基礎科学を進めてほしい。

この加速器
者から待望
推進するこ
ドできる。日
を維持する
を高め、技術
な日本の発

10



3242
そ
の
他

40
～
49
歳

経
済
産
業
省

27005

グリー
ン・サス
テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤
技術開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

未来の人類の環境のため、石油資源を枯渇させないこと
や、大気中の二酸化炭素を増やさないことはとても大切
なことと思っています。だからといって、プラスチックを使
わない原始的な暮らしをするわけにもいきません。生活
水準を維持しつつ、環境負荷の少ない方法でプラスチッ
ク生産をめざすこのテーマは大変興味深く、ぜひ進めて
頂きたいと感じました。

プラスチック
ていることや
常生活にお
料にしてポリ
重要と考え
しくこのよう

3243

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24008

テニュア
トラック
普及・定
着事業

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

現状では任期無しの若手パーマネントポストの公募では
数十倍から１００倍超の倍率となっている。テニュアトラッ
クに関しても同様の高倍率であり、採用後は研究者とし
て独立してやっていけるかどうかのチェック程度を行うの
がテニュアトラック制度としては妥当と考えられる。しか
し、実際にはこの制度を利用して９名の助教を採用した
後、３ー４名のパーマネントポストしか用意していない大
学も存在する。 
（御茶ノ水女子大学 
http://www.cf.ocha.ac.jp/acpro/recruitment/2007_ja.html
参照) 
この制度は何を目指すのは全ての若手ポストを任期つき
にすることを奨励するのか。国の指針が見えない。５年の
任期が終了すると３０代半ばとなるその後、テニュアを取
得できなかったものをどのような運命をたどるのかを考え
ると心が傷む。 
また、研究系大学でこのような任期付き制度が蔓延した
影響で偏差値の低いいわゆる教育系の私立大学でも平
気で任期付きポストを増加させている。これらの大学は
人件費削減という安直な理由であり、多くの文部科学省
からの天下りを受け入れる大学に厳しい指導は難しいだ
ろうか国として指導をしていくべき問題である。

現状での公
されるような
るような制度
期間で適正
うか。

3244

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24174
HPCIの
構築

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

世界ナンバー１のスパコンの構築を目指して欲しい。

日本がこれ
ることは、国
技術革新や
の発展に寄
行うことは基
めて有効で

3245
そ
の
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24125

免疫・ア
レルギ
ー科学
総合研
究事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

アレルギーに関する研究を進めてほしい。

家族にぜん
は、発作が
理研では、花
知りました。
花粉が原因
期待していま

大
学・

11



3246

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナ
ルハ?イ
オリソー
スフ?ロ
シ?ェクト 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

私は実際、このプロジェクトの分担機関の研究者ですの
で、必ずしも中立的ではありませんが、一研究者としても
自分の研究にバイオリソースからのサンプル分与を大い
に頼りにしています。安定的に推進して欲しいと思いま
す。

バイオリソー
品質的に安
また、サンプ
できないもの
これを行って
貢献します

3247

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24178

大型放
射光施
設
（SPring-
8）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

先端加速器による基礎科学を進めてほしい。

日本がこれ
ることは、国
技術革新や
の発展に寄

3248

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

少なくとも推進、可能ならば拡充してください。

日本は資源
は今後有象
科学技術の
科学研究費
拡充が必要

3249

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24136

世界トッ
プレベル
研究拠
点プログ
ラム（Ｗ
ＰＩ）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

さらなる研究施設および環境の充実のために、予算の継
続または拡充をお願いします。

現在、東北
での研究を
することがで
ことが期待で
実など国際
世界を意識
な設備は国
非常に魅力
充実のため
す。

大
学・

12



3250

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24014

頭脳循
環を加
速する
若手研
究者戦
略的海
外派遣
事業

推
進
す
べ
き
で
は
な
い

麻生元総理時代の補正予算で始められた事業である
が、実際に派遣された若手研究者は数ヶ月しか滞在して
いないものが多い。お客として渡航費、滞在費などの持
参金をもって海外の研究機関に行ってプチ外国生活を体
験するのでは費用対効果の面でコストパフォーマンスが
非常に悪い。学振が行っている海外特別研究員事業は
厳しい審査を行い、競争倍率も高く、２年の滞在期間など
制度として充分機能しているのではないか。現状このよう
な存在するのに敢えて大金をかけてこのような事業をす
べきではない。麻生の真似をして民主党も楽しいのだろう
か。

若手研究者
状を集め、外
められて滞
研究、コネク
度は不要で

3251

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24122

革新的
タンパク
質・細胞
解析研
究イニシ
アティブ

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ターゲットタンパク研究プロジェクトでは、構造解析と機能
解析の密接な連携により、医薬の開発や食糧・環境問題
の解決につながる基礎的かつ極めて重要な成果が多数
生まれた。また、解析困難なタンパク質を解析するため
の新規手法が多数開発された。これらの研究は通常の
科研費の予算規模では推進不可能であり、今後もさらに
強力に本プロジェクトを推進すべきであると考える。

ターゲットタ
その重要性
遅れがちな
を基礎研究
トは特筆すべ
進しているイ
体において
視点での優

3252

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

総
務
省

20103

ライフサ
ポート型
ロボット
技術に
関する
研究開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ライフサポートロボットの実験を継続し、今後より進化さ
せてほしい。

スーパーで
が「会話を楽
意見くださる
接する機会
本当に有意
基点とし、ロ
ることができ
せまく、充分
えないので
人に貢献で
高齢者のコ
応用も期待

3253

民
間
企
業

50
～
59
歳

経
済
産
業
省

27108

低炭素
社会を
実現す
る超低
電力デ
バイスプ
ロジェク
ト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

次世代低消費型デバイス開発を積極的に進めるべき
素子微細化
が見えてき
子の開発は

大
学・
公
的
研
究
機

30
～

文
部

脳科学
総合研

こ
の
ま
ま 脳科学の中でも、病気の解明にとどまらず、脳の高次機 医療、福祉

13



3254

関
（独
法・
公
設
試
等）

39
歳

科
学
省

24123

究事業
費

推
進
す
べ
き

能や身体との連関といった基礎研究を強く推進すべきで
あると考える。

ワーク研究
果も期待で

3255

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

昨年、採用人数が削減されましたが、採用人数を増員し
ていていただきたいです。

特別研究員
はキャリアの
獲得するこ
もなっている
り、非常に素
ご再考のほ

3256

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27005

グリー
ン･サス
テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤
技術開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

石油資源の枯渇を防ぎ、大気中の二酸化炭素増加に影
響しない、バイオマスからのプラスチック生産はとても重
要なテーマと感じました。ぜひ、実用化に漕ぎ付けていた
だきたいと思います。

日常生活に
不可欠なも
い捨てにして
クの利便性
セスの模索
今、やらなく

3257

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20108

ICTグリ
ーンイノ
ベーショ
ン推進
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

電気機器の低消費電力化を通して、地球温暖化防止等
に貢献できる事業内容となっており、このまま推進すべき
と考える。

ネットワーク
量削減が急
日本の技術
本の将来の
ある。さらに
力関係が新
本事業の推

3258
そ
の
他

40
～
49
歳

厚
生
労
働

25106 生活習
慣病・難
治性疾
患克服
総合研
究（４）難

こ
の
ま
ま
推
進

ランゲルハンス細胞組織球症の患者会を運営しておりま
す。 
この度、難病対策の見直しが行われることを伺い、患者
会を運営する者として不安に感じております。 
ＬＣＨの患者さんの中には、中枢性尿崩症の症状のある
患者さんが約３分の１ほどいます。間脳下垂体機能低下

間脳下垂体
することはあ
一生、ホルモ
機能低下症
浸潤をきた
活の質が著
小脳への浸
とはできても
なり、最も症
態になります
一般的には

14



省 治性疾
患克服
研究

す
べ
き

症に関しての研究を今後も、ご継続いただきますよう、切
にお願いいたします。

ていれば、生
が、そんなこ
調整や下垂
題のある成
方も多く存在
けませんが
いため、研究

3259

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

たとえ一つ一つの研究費を削減しなくてはならないとして
も、施策としては強く推進すべき。研究の多様性を削るよ
うなことは避けるべき。

科学者の相
様性が保証
基盤となる貴

3260

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバルCOEプログラムの予算が大幅に削減され、当
初の研究計画を大幅に縮小することとなっている。その
ために世界と伍する競争力をもった大学作りという理念
からかけ離れたお寒い状況になっている。例えばＲＡやＧ
ＣＯＥ助教の給与は減額され、採用人員も減らさざるを得
ない状況である。アルバイトしながら研究をしろというの
か？これで世界に伍する大学作りができるはずがない。
もっと研究に専念できるように考えて欲しい。

そもそもグロ
言い分は全
の研究と教
も大学とは第
育の延長線
え、自分の欲
に挑戦する
うか？「研究
学ではない
的に何かを
問である。大
ていたら高校
されるために
欲しい。

3261

小・
中・
高
校

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24122

革新的
タンパク
質・細胞
解析研
究イニシ
アティブ

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

本施策は、生命科学分野における最先端の研究である
と思います。対象としている問題が高難度であるにも関
わらず、世界に誇る研究成果を挙げていると思います。
このような研究は、科学技術立国である日本だからでき
ると思いますし、今後も科学技術の高いレベルを維持す
るためには、必要な施策だと思います。

本施策は、
食糧問題と
り扱っており
還元性を持
進すべきだ

3262

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24134

戦略的
創造研
究推進
事業(社
会技術
研究開
発 事業
を含む) 

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進

戦略的創造研究推進事業は、トップダウン型の研究費を
供給するが、他のトップダウン型の研究プロジェクトと重
複している場合が少なくない。整合性のある縮小合理化
を行い、むしろ、科学基礎費補助金を拡充すべきである。

「社会・産業
し、我が国の
同様な銘を
も多くあり、
も少なくない
研究を育て
が、将来の
的に重要。ま
する（支援額

15



設
試
等）

す
べ
き

質の良い研

3263

公
益
法
人

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24136

WPI（世
界トップ
レベル
研究拠
点）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

日本のような商業国家が、人類の為にどのような貢献を
する事が出来るのかを考えた場合、実利を伴う工学（応
用科学技術）のみならず、実利を伴わない基礎科学研究
の推進が、何よりも世界中の人々からの尊敬を勝ち得る
と共に、その人類全体の為の貢献が長い目で見て日本
の平和維持に大いに役立つに違いありません。そしてそ
の基礎科学研究拠点には、世界中から優秀な人材を集
め、日本という枠にとらわれず、人類全体の為の研究拠
点にする必要があります。そのため、WPIプログラムは、
決して中断させる事なく、大いに推進すべきであると考え
ます。 

上記意見欄
ローマがどん
貢献度では
同様に、中
産への貢献
は努力すべ
そのために
やすべきと思

3264

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24125

免疫・ア
レルギ
ー科学
総合研
究事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

免疫疾患の原因・治療法に関する研究をさらに推進して
ほしい

今や国民的
原因究明や
す。そのため
の解明は非
進を望みま

3265

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバルCOEプログラムおよび代替の継続を希望しま
す。

現在、東北
ローバルCO
育だけでな
質の高いプ
なプログラム
す。よろしく

3266

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24136 WPI

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学雑誌ニュートンの編集者として意見を述べさせてい
ただきます。東京大学IPMUをはじめとするWPIは，日本
が世界に誇れる基礎および応用科学研究を実施する上
できわめて有効な施策であるばかりでなく，WPIの成果が
報道されることが広く日本国民の科学への興味を喚起す
る効果があると拝察いたします。こうした一石二鳥の意味
を持つWPIは，是非このまま推進するべきものであると考
えます。

東京大学IP
の解明をめ
NHK番組「ク
一般視聴者
こうした事実
挙げた「一般
あると確信す

民
間

50
～ 総

ユニバ
ーサル
音声・言
語コミュ

こ
の
ま
ま 音声翻訳技術の研究開発をいっそう強力に進めて欲し

日本の将来
貿易立国へ
化に対応す
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3267

企
業

59
歳

務
省

20112

ニケーシ
ョン技術
の研究
開発

推
進
す
べ
き

い． すます増え
ニケーション
きい．音声翻

3268
そ
の
他

20
～
29
歳

経
済
産
業
省

27018

次世代
照明等
の実現
に向け
た窒化
物半導
体等基
盤技術
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

LED照明や有機EL照明は，蛍光灯の2倍以上の効率だと
伺いました。省エネ家電が今以上に普及すれば，地球に
も優しく，エコな生活ができると思います。日本のエネル
ギーは石油をはじめほとんどを輸入に頼っています。家
計の収支と一緒で，入ってくるエネルギーを多くできない
のであれば，出ていくエネルギーを減らす努力が必要だ
と思います。

最近あまり取
CO2削減目
界から信頼
んと守ること
行，あるいは
思います。

3269

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は大学、研究機関の教員・研究者の
みならず、小中高の学校教職員や民間企業の社員にも
門戸が開かれており、科学研究の推進に重要な役割を
果たしてきた。実際、論文の多くに科学研究費補助金の
支援を受けたことが明記されている。しかし、新規採択率
22％は十分な数字ではない。平均して５年に１回の採択
では研究の進捗に遅れが生じかねない。十分な予算を
当て、採択率や配分額を増やすべきである。

私も平成16
の助成を受
公表してきた
を行なえば
研究の進捗
率では継続
～３年に１回
のことは多く

3270

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24154

研究者
の養成
(海外特
別研究
員、若手
研究者 
インター
ナショナ
ル・トレ
ーニン
ク?・フ?
ロク?ラ
ム)

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

若手育成のためには非常に重要な事業と思います。「若
手研究者 インターナショナル・トレーニンク?・フ?ロク?ラ
ム」では、より長期（３年）まで留学できることが、望まし
く、欠員となる教員の代わりに研究支援者の雇用もでき
るなど、研究室主宰者への支援も必要です。

海外の一流
財産になりま
できません
った研究を
海外留学の
いと思います
日本の研究
ます。

3271

民
間
企
業

60
歳
～

文
部
科
学
省

24183

地震・津
波観測
監視シ
ステム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

 高知県は海岸線が長く（７００ｋｍ）台風時には１０ｍを
超える大波が来襲することや、背後に山が迫っているた
め、住民は僅かな空間（１６％）の耕地と宅地で、全国平
均の２倍近い雨量（約３０００?）の中で自然災害と戦い乍
ら生活しています。 
さらに大地震が発生すれば壊滅的です。このシステムは
沿線住民にとって減災のための貴重な情報発信に繋が
ると考えます

 高知県内
って走り南海
が押し寄せ
に支障を来
 南海大地
で多くの犠牲
ると予想され
津波は場所
寄せ、高さは
の身を守る
不可欠であ

こ まず個別施策ヒアリング資料に誤りがある 
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3272
官
公
庁

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24135

最先端
研究開
発戦略
的強化
費補助
金

の
ま
ま
推
進
す
べ
き

「KEKB加速器の高度化では、平成24年度までに現在の
加速器の３～４倍のルミノシティ（衝突頻度）を達成す
る。」の部分は 
正しくは４０倍である。 
非常に野心的な基礎科学プロジェクトが多いので評価で
きるが、これまでの研究実績を鑑みてもっとメリハリをつ
けた方が良い。

KEKBについ
物理学賞受
た、高度化
象が期待さ
ているので
ッパに伍す
うにして欲し

3273

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

若手育成のため、非常に重要です。安定的に拡充を進め
て欲しいと思います。

欧米先進国
は尊重され
り危惧すると
家的にサポ
です。それが
医療、教育
ょう。

3274

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

近年、採択方法等はかなり改善されて来たが、以下の点
について、一層の改善を求めたい。 
・補助金の採択・支給を、特定の研究者・機関に集中する
より、より多くの研究者・機関に配分するよう、採択率の
向上（できれば50%）や複数応募の制限を推進すべき。 
・採択された研究費の執行について、単年度ではなく、承
認された研究期間内でも可能なシステムを早急に確立す
べき。 

・本省からの
等に支給さ
影響が出て
な資金であ
展させるには
るべきである
・単年度で完
場合は、必
わせる等、「

3275

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の
探求

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

Bファクトリー実験は是非このまま推進して頂きたいと考
えます。標準理論を超える新しい物理の発見は、次のノ
ーベル賞につながると確信しますが、そのためには、こ
れまでの予算化された金額（100億強）だけでは不十分
で、さらに200億円程度の経費がかかります。今後も継続
的に推進すべきだと考えます。

Ｂファクトリー
ードする国際
も認識されて
だけでなく、
子の発見も
きます。その
献となり、国

大
学・
公
的
研
究 50 文

革新的
タンパク

こ
の
ま ライフサイエンス研究には個別の研究者が科研費などで

近年行われ
的目標を掲

18



3276

機
関
（独
法・
公
設
試
等）

～
59
歳

部
科
学
省

24122

質・細胞
解析研
究イニシ
アチブ

ま
推
進
す
べ
き

行うものと、国が目標を掲げトップダウンで行うべきもの
がある。本施策は後者であり、日本のレベルを世界トップ
に維持するためには着実に進める必要がある。

ある。 
例えば公的
超高輝度ビ
る。

3277

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の
探求 

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

物質の究極である素粒子の本質について知ろうとする渇
望は人類の知的好奇心の最たるものである。我が国のB
ファクトリーはそのような人類の知的好奇心に答えるべく
して建設され、その技術力の高さと数々の世界初の科学
的成果を示してきた。高度化により測定精度を飛躍的に
改善することによって、更なる新発見が期待できる。我が
国が世界をリードする研究を行い、科学に貢献すること
は意義がある。したがって当該施策の推進に賛成する。

我が国は科
ど先端科学
れは一朝一
バックアップ
泉技術の集
の礎として世
日本の国益
の助成を増
が世界に誇
をもたらし、
速器を高度
科学に対す
力の維持、
しいことであ
するべきであ

3278

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24176

光・量子
科学研
究拠点
形成に
向けた
基盤技
術開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

当分野は未知への探求が盛んであり、数年の短いスパ
ンではなく長期的な見通しを立てた方が良いと思われ
る。光・量子技術を基にした構成要素、基礎研究及び応
用技術は余りに多岐に渡り、それぞれの専門家の連携を
密にすることが望まれる。 
今後も分野は末広がりと成っていくと考えられ、若手研究
員の拡大、技術の伝達、関連職の確保は急務と言える。

10m程度四
的に各企業
現状のまま
の一研究者
光学・加速器
しを付ける事
少人数チー
労力となって
そんな状況
でもあり、そ
るのが妥当
究者へのリ
技術は更に

3279

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24176

光・量子
科学研
究拠点
形成に
向けた
基盤技
術開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

是非推進すべきである。ビームによる新しい計測技術の
開発によって、今までと違う切り口での解析が可能になる
ことは、この分野において大きな発展になるとともに、
「様々な技術において根幹となるにもかかわらず未だ不
明な事柄」を解き明かすための非常に強力なツールにな
ることは疑いようがない。これらを解き明かすことで現在
注目されているエコの面についても大きな技術の躍進が
期待される。

確かに成果
技術が一つ
この「新規計
るからである
げていくから
研究を疎か
であり、逆に

大
学・
公
的
研

こ
の
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3280

究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24177

大強度
陽子加
速器施
設（J-
PARC）

ま
ま
推
進
す
べ
き

J-PARC加速器の改良を推進し、BファクトリーとともにJ-
PARC施設を基礎科学の国際的な研究拠点とし、日本が
基礎科学の分野でイニシャティブをとるべきである。経済
不振の今こそ基礎科学への投資を進めるべきである。

スーパー神
や、Ｂファク
で世界をリー
せてゆくこと
あり、国民に

3281

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24178

大型放
射光施
設
（SPring-
8）

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

大阪大学RCNPが進めているLEPS実験など、特筆すべき
成果を出しているプロジェクトがあり、推進すべきである。
成果をもっと社会に発信すべきである。

Ｂファクトリー
て、４個また
が発見され
れば、日本
る。 

3282

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

現状維持よりむしろ増強すべき
基礎研究の
の類似の制
い．

3283

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は我が国の人文・社会・自然科学研
究の屋台骨を構成している。現状にも増してさらに充実
すべきである。民主党政権になって、ともすれば基礎科
学に対する投資の意義を軽んじるかのごとき風潮が存在
するのは極めて遺憾である。無駄を省くというが、「年度
末の道路工事」と５０年先、１００年先にその成果を我々
が享受できる科学技術への投資とは意味が全く違うので
ある。もちろん、研究成果の判定が厳しく行われることも
重要である。

言うまでもな
科学技術で
やハイブリッ
が消滅した
道はない。人
がますます
を立てようと
費補助金に
が国の将来

厚

難病・が
ん等の
疾患分
野の医

こ
の
ま 私の父はガンが肺に転移してます。抗がん剤治療には限

20



3284

民
間
企
業

30
～
39
歳

生
労
働
省 25104

療の実
用化研
究の一
部（臨床
研究関
連研究
分野）

ま
推
進
す
べ
き

界があります。ガンを小さくすることはできても、完全に消
すことはできません。又抗がん剤は強い副作用を伴い、
QOLを維持することができません。ワクチンの開発は絶
対に必要です。

ガンワクチン
では限界の
できる希望を

3285

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ボトムアップ型の日本独自の優れた研究費システムとし
て、さらに拡充し、採択率30％を目指して推進して頂きた
い。また、5年以上の長期間にわたるような研究もサポー
トすべきである。

科学の健全
る研究をサ
科研費が重

3286

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル 
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

現状維持，もしくは増強すべき

科研費が広
補うために本
いる．博士課
次の世代の

3287
そ
の
他

40
～
49
歳

総
務
省

20102

超高速
光エッジ
ノード技
術の研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光通信産業こそこれからの日本の成長産業です。
光通信産業
長が見込め
す。

3288
そ
の
他

40
～
49
歳

総
務
省

20102

超高速
光エッジ
ノード技
術の研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光通信産業こそこれからの日本の成長産業です。
光通信産業
長が見込め
す。

大
学・

21



3289

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143

グロー
バル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

現在進行中のプログラムについては、減額せずに、予定
通り進めて頂きたい。

大学院生、
り、減額はプ
ある。

3290

民
間
企
業

40
～
49
歳

経
済
産
業
省

27018

次世代
照明等
の実現
に向け
た窒化
物半導
体等基
盤技術
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

人類は大量の化石燃料を使って地球の温暖化を招きま
した。 
温暖化を食い止める或いは改善していくのもまた人類の
務め。 

温暖化を効
いでしょう。
しかし一般市
は企業が排
量に輪をか
これを減らせ
と思います。
中でも照明
われるもの
大きな影響
 
早く安価な製
せん。 
従って、この
歩を止めて

3291

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24174

革新的
ハイパフ
ォーマン
ス・コン
ピューテ
ィング・
インフラ
（HPCI）
の構築

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

スーパーコンピュータは、基礎研究、産業応用の中核を
なすものであり、そのハードウエアとソフトウエアの両面
において、タイムリーな開発と拡充は欠かせない。技術
立国日本は、半導体技術を加工貿易の根幹となすことに
よって、資源不足を補ってきた。スーパーコンピュータは、
その技術を高度に維持するために必要なプロジェクトで
ある。

スーパーコン
という気概を
ポートしなく
済回復も見
の充実の代
の活躍の場
ポートこそ、
きことである

3292
そ
の
他

40
～
49
歳

総
務
省

20110

フォトニ
ックネッ
トワーク
技術に
関する
研究開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光通信産業は、日本の基幹産業として最も重要です。
光通信産業
らです。

3293
そ
の
他

40
～
49

総
務
省

20110

フォトニ
ックネッ
トワーク
技術に
関する

こ
の
ま
ま
推
進

光通信産業は、日本の基幹産業として最も重要です。
光通信産業
らです。
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歳 研究開
発

す
べ
き

3294
そ
の
他

40
～
49
歳

総
務
省

20110

フォトニ
ックネッ
トワーク
技術に
関する
研究開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光通信産業は、日本の基幹産業として最も重要です。
光通信産業
らです。

3295

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバルCOEプログラムは、日本の既存の大学組織で
は困難であった新しい研究分野の研究体制を構築し、そ
のための人材育成を行うことに成功してきた。競争的な
資金配分により、大学運営にも新しい研究分野でのグロ
ーバルなレベルでの研究競争に取り組むインセンティヴ
を生んだ。競争的資金の獲得が大学にとって魅力的なも
のにするためには、間接費を配分することが必要であ
る。間接費の復活を含め増額が必要である。

グローバル
め、各大学
化していくた
い分野の教
することは、
るだけではな
なることを意

3296

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

大学院生を始めとする若手研究者の育成を進めるため、
是非このまま推進して頂きたい。

諸外国では
かの手段を
でこれを可能

3297
そ
の
他

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24124
植物科
学研究
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

環境・エネルギー、食料増産など地球環境の維持はもっ
とも大切で、資源はおおいに有効利用したほうがいいと
思います。そのための基礎的な研究は必要だと思うので
推進すべきことだと思います。

地球環境が
病気関係の
より大事なこ

大
学・
公
的
研
究 30

文
部

大型放
射光施

こ
の
ま
ま

放射光施設は、基礎研究のみならず、産業応用におい
て、大変重要な位置にある。効率よい、継続的な運転

諸外国にお
品が、日夜
な製品を作
識している、
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3298

機
関
（独
法・
公
設
試
等）

～
39
歳

科
学
省

24178

設
（SPring-
8）

推
進
す
べ
き

は、新しい民生品の開発に大いに利する。加速器施設だ
けでなく、測定装置、モニター装置など、周辺支援施設の
充実も重要であり、頻繁にその充実度を査定し、予算に
反映されるべきである

トワークを構
いる。我が国
他国に対抗
を意味し、貿
してあっては

3299

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24149

国立大
学法人
等施設
の整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

大学の施設改善は今後も進めるべきである。
諸外国に比
である。

3300

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24007

生命動
態システ
ム科学
基盤推
進事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

生命システムの源である細胞に注目し、細胞を動的なシ
ステムとして捉え、その振る舞いを定量的に計測した上
で、計算機を用いたモデリングにより動作メカニズムを明
らかにし、その結果をフィードバックすることによって細胞
の振る舞いを予言し操作する研究は、まさに今こそ進め
るべき時である。

細胞動態の
量のデータ
を扱う理論の
的な科学と
的にも熾烈
ての分野で
的に循環さ
究を展開出
も期待される

3301

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24010

女性研
究者研
究活動
支援事
業

そ
の
他

研究活動自体を支援するのは良いと思うが、女性研究者
割合を問題点や目標とするべきではないと考える。改善
や見直しは必要不可欠。また、優遇処置を行なうのであ
ればそれが妥当であったかどうかの事後調査と公表を行
なわねばならないと思われる。いくらか見直しをしたとし
ても、他の政策に優先させて推進する必要性は少ないの
ではないか。

出産・育児に
の支援は理
完全に公平
たらに女性
ば、数値の
ている。もと
起因して、研
いくことにな
の将来にと
た女性研究
劣るものの
はならない。

そ 50
経
済

次世代
照明等
の実現
に向け

こ
の
ま
ま

二酸化炭素の削減などぼ地球温暖化対策の一つとし
て、白熱電球の生産を中止にされる企業が増え、白熱電
球に馴染みのある世代としては、寂しい限りであります。
また、照明としては蛍光灯がありますが、今後白熱電球
に変わるようなものになるのか、よくわかりません。その
ような中、最近のクリスマスのイルミネーションとしての白

ＬＥＤや有機
来として日本
ている日本
ずや一石を
しい照明に

24



3302

の
他

～
59
歳

産
業
省

27018

た窒化
物半導
体等基
盤技術
開発

推
進
す
べ
き

や青のＬＥＤライトやコマーシャルで登場している有機ＥＬ
照明、さらにはＬＥＤを使用した液晶テレビなど、新しい照
明として期待できるものがあるのは驚きべき事と存じ上
げます。そういう意味で、ＬＥＤや有機ＥＬを新しい照明と
してそれらの新技術を開発していくことは、輝かしい日本
の未来のために必要な施策であり、このまま是非とも推
進されるべきものと思います。

ア器具など
繋がってい
の問題に対
開発をぜひ
日本発の技
のみならず

3303
そ
の
他

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24107

独）理化
学研究
所運営
費交付
金「環
境・エネ
ルギー
科学研
究事業
（内、バ
イオマス
エンジニ
アリング
研究）」

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

エネルギー問題への解決は必要だと思います。 
植 物を用いた木質バイオマス生産から、新規酵素による
木質バイオマスの効率的な分 解・原料化、バイオプラス
チック(最終製品)の創成につなげる“一気通貫型”の革新 
的なバイオプロセスを確立する研究は促進すべきと思い
ます。

プラスチック
おり、代わり
ないと思いま
ありそうなの
イオプラスチ

3304
そ
の
他

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24105

先端的
低炭素
化技術
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

温室効果ガスの排出量削減は進めていかないとならな
いと思います。 
新たな科学的・技術的知見に基づいて温室効果ガス排
出量削減に大きな可 能性を有する技術を是非見つけて
ほしいです。なので推進すべき事業だと思います。

温室効果に
境に悪い影
びてしまうの
ス排出量削
います。

3305

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

人文社会科学から自然科学まで遍く、基礎科学の発展に
資する補助金は必要である。科学研究費は、科学者の
自由な発想を募り、厳正な審査によって認められるもの
であり、そうしたボトムアップから現れる芽にこそ、全く新
しい豊かな学術的展開が生まれ、そしてそこから実用応
用展開への道もまた拓けるとともに、文化としての科学も
根付いていく。

現代は不確
社会である
ダウンで設
く、科学者の
の芽を救い
で多様な知
時代を打開

3306
そ
の
他

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24170

Bepi 
Colombo
(水星探
査プロジ
ェクト）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

最先端科学技術における日欧協力というスタンスには全
く疑問がなく、このまま進めるべき案件なのではないでし
ょうか？もし問題があるとすれば、技術交流の妥当性、
例えば技術流出や流入についての質量両面における公
平性がどう確保されているか、くらいでしょう。学術的な話
は専門外で分かりませんが、少なくともそれを理由にプロ
ジェクトの見直しを行うような問題点は認識できません。
ぜひ、このまま進めるべきです。

日欧の最先
するこの世界
す。特に日本
たという形で
る事は問題
た、技術とは
が磁気圏探
を持つならば
磨発展を図

大
学・

25



3307

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24008

テニュア
トラック
普及・定
着事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

研究者、特に若手研究者の国の主導による研究環境の
改善が必要である。特にすぐに成果の出にくい基礎研究
分野はなおさらである。

昨今の若手
が、 
日本では明
よってその発
者の研究環
界の知的創
と思う。

3308

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

特別研究員事業は若手科学者の研究のために非常に重
要であり、今後も推進し、より一層の充実も図っていくべ
きと考える。基礎科学は商業的利益を目指すものではな
く人類の知識の伸長を目指すものであるという本質のた
めに、企業からの資金協力が期待できない状況が多い。
国からの援助がなくては短期的な視野にたった研究ばか
りとなり、真に重要な知的財産が遅かれ少なかれ皆外国
産・・・という恥ずべき状況を招くものと危惧している。

第一に、特別
テーマを選択
る。他のポス
のマンパワ
散見される
ある。第二に
じて給与を受
況にも関らず
な差がある
励むことがで
（不十分では
う。第三に、
研費を（ほぼ
強調したい
の研究者と
非常に重要
分な研究費
制度は「若手
いう意義も有

3309

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24013

理数学
生育成
プログラ
ム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

理数などの基礎研究分野は結果がすぐ出ないので企業
などが行うことは難しく、国が支援することが不可欠な分
野です。 
人材が途絶えてからでは遅いです。理数分野を学ぶこと
がより魅力的になるよう長い目で考える必要があります。

大阪大学で
るのですが
国の予算で
喜びを感じて
れからも続
たいです。

3310

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ

今の様々なことに対応しなければならない社会情勢を考
えると、大幅な増額というのは多分に無理な話であろうと
は思うが、科学技術にかける費用は最低でも現状維持、
できれば少額でも増額傾向に向かわせるべきであると考
える。

現在、先進
進歩が著し
り、とりわけ
は色々な面
しく、またア
出てきている
が最も大き
力を失うわけ
れている状

26



設
試
等）

き であり、むし
う。

3311

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

経
済
産
業
省

27007

次世代
印刷エ
レクトロ
ニクス材
料・プロ
セス基
盤技術
開発事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

印刷による電子デバイスの研究は大変重要だと考えられ
る。さらに印刷技術を活用したフレキシブル、または大面
積な電子デバイスというのは近年徐々に報告がなされて
きてはいるがまだまだ未開の分野と考えられ、新たな経
済市場の開拓の可能性が残っていると考えられる。また
フレキシブル性や大面積性といった特長を電子デバイス
が備えることで将来のユビキタス化やユーザビリティに富
んだデバイスの開発に大きく貢献できるものであると考え
られる。

印刷技術は
定することで
源化および
た、印刷技術
基板にダメー
基板との親
シブル基盤
だった硬質
きない特長
研究をおこな
く貢献できる

3312

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

グローバルCOEプログラムは、日本の既存の大学組織で
は困難であった新しい研究分野の研究体制を構築し、そ
のための人材育成を行うことに成功してきた。競争的な
資金配分により、大学運営にも新しい研究分野でのグロ
ーバルなレベルでの研究競争に取り組むインセンティヴ
を生んだ。競争的資金の獲得が大学にとって魅力的なも
のにするためには、間接費を配分することが必要であ
る。間接費の復活を含め増額が必要である。 

グローバル
め、各大学
化していくた
い分野の教
することは、
るだけではな
なることを意

3313

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24138

Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の
探求

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

Bファクトリーが確立した素粒子の標準模型はそれ自身
がさらに「深遠な」物理法則による説明を要しており、この
新しい物理を開拓すべく世界の素粒子物理学者がしのぎ
を削っている。Bファクトリーの高度化により自身の結果を
超える結果が得られることは我が国の素粒子物理学研
究の先見性と成熟を表しており、強く推進すべきである。

加速器技術
の研究のみ
いう点につい
が極めて合
加速器技術
推進は世界
らには一般
えられる。 

3314

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公

40
～
49
歳

総
務
省

20004

脳の仕
組みを
生かした
イノベー
ション創
成型研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ

推進すべき施策であると考える。

日本が相対
経科学（デー
の障がい者
すのは結構
くネットワー
る。
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設
試
等）

き

3315

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24134

戦略的
創造研
究推進
事業(社
会技術
研究開
発事業
を含む)

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

国の地力の養成には基礎科学の振興なくして長期的戦
略は立てられない。現在進行中の数学領域を含めこの
事業をぜひ推進していただきたい。

数学をはじ
台骨である
は、新たな2
し、生き残る
えられるため

3316

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24019

数学・数
理科学
と他分
野の連
携拠点
形成支
援プログ
ラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

数学・数理科学という基礎学問を振興し、連携拠点を形
成支援することは極めて重要である。しかし世界の趨勢
は一歩も二歩も前に進んでおり、早急に真の拠点作りを
実施していただきたい。

資源のない
ンドを生み出
し、生き残る
界に誇りうる
世紀社会を
供するもの
行し、日本の

3317

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24178

大型放
射光施
設
（SPring-
8）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

放射光は人類が手にした新しい光であり、ライフサイエン
ス、マテリアルサイエンスに飛躍的な進歩をもたらしてき
た。さらに、SPring-8は逆コンプトン散乱を利用した高エ
ネルギー光子による原子核物理学の研究をも推進してお
り、SPring-8を維持運営することは我が国の科学技術の
総合的な発展に極めて資するものである。よって、この施
策はこのまま推進することが強く望まれる。

加速器技術
の研究のみ
いう点につい
が極めて合
加速器技術
推進は世界
らには一般
えられる。 

3318

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24012

博士課
程教育
リーディ
ングプロ
グラム

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推

日本の科学技術を支え続ける人材育成は、世界の中で
日本が貢献するべき極めて重要な事業である。とりわけ
200位以上にランクされている大学の役割は大きく、既に
ある程度の制度設定とノウハウを持っている。これらを活
用するとともに、新たな教育体制を作る上から重要な施
策である。しかし選択と集中が少し厳しすぎる。

拠点の考え
理融合や奇
よりは、これ
用意するこ
プロセスとし
値は高いと
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公
設
試
等）

進
す
べ
き

3319

民
間
企
業

60
歳
～

文
部
科
学
省

24180

ナノテク
ノロジー
ネットワ
ーク

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

本施策により機関の協力を得て、いままで手の届かなか
った高度な技術内容をもった製品開発を実施できるよう
になった。 
日本に今までになかった有用な仕組みであり、今後も是
非推進して欲しい。

本制度は、
術開発を実
験、先端装
然、中小企
的資源のな
っている。 

3320

民
間
企
業

60
歳
～

経
済
産
業
省

27126

固体高
分子形
燃料電
池実用
化推進
技術開
発

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

電池三兄弟と言われる，太陽電池，二次電池，燃料電池
は今後のエネルギー技術としていずれも重要と考えられ
る．特に資源を集中すべき領域と思われる．しかるに国
家予算の逼迫もあるので，太陽電池は約50％アップ，二
次電池は現状維持は他の施策とのバランスもあり仕方
がないとしても，燃料電池が－20％というのは開発を減
速するのでは無いか．少なくとも現状維持以上の対応が
必須では無いだろうか．

本格普及に
発，水素貯
が，海外では
る．T社が20
た情報は世
韓だけでな
本の技術は
は，折角の
以上が必須

3321

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

我が国における科学技術の発展を支えるのは、若手研
究者である。彼らを如何に育成するかは極めて重要であ
る。特に世界的にランキングが200位以上の大学の役割
は大きく、本施策が果たしてきた役割は大きい。さらに継
続するべきである。

博士課程学
ようにするこ
図る人材へ
の先にある
えば博士を
追加的な工

3322

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24149

国立大
学法人
等施設
の整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

魅力ある大学に向けた施設、設備の整備は重要事項で
あり推進することが強く望まれる。

我が国の国
国内でも私
ンスの点で
ると言わざる
てアピール
成の点で重
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3323

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学技術の発展は我が国が持続的な発展を続けるうえ
で、極めて重要である。その礎となるのは幅広い科学分
野の多くの優れた人材による。従って各研究者がそれぞ
れ創意工夫した研究成果と研究提案がなされている場
合には、継続的に経費的な支援をすることが、日本国民
の財産を保全するうえからも極めて重要である。

研究に必要
持ち込むこ
研究者から
体制が整っ
て提案する

3324

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24136 WPI

推
進
す
べ
き
で
は
な
い

世界の第一線の研究者が結集する優れた研究環境と高
い研究水準を誇る世界トップレベル研究拠点の形成を推
進するため、グローバルスタンダードに相応しい先進的
なシステム改革等に取り組む大学等の拠点構想に集中
的な支援を行うことが、本施策の目的とされている。しか
し残念ながら国内でみてもグローバルスタンダードとは言
い難い派手な研究者が名前を連ねている。即刻精査し
て、中止するべきである。

科学研究は
と、果敢な取
未だに明治
推進しようと
経費重点配
は、無駄以

3325

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究を支える上で非常に重要な施策である。特に基
盤研究（C)を中心とした比較的小額の研究費の補助は、
大学における研究の鍵ともいえる。より一層の推進をお
願いしたい。 

科学研究費
比較的小額
を支える鍵
助金の採択

3326

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

特別研究員を積極的に採用し、若手研究者の育成に努
めるべき。

私はアメリカ
者です。研究
いますが、全
す。このよう
者の育成の
業が欠かせ
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3327

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

大学院生の研究活動を支援し、優秀な人材を養成するた
めに特別研究員制度を維持することは必要不可欠であ
る。

「奨学金」が
式の学生向
は大学院生
いる。さらに
点は研究費
研究計画の
究の１サイク
意味を持っ

3328

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

強力に推進してほしい。

特別研究員
で非常に重
員の経験を
る。特別研究
にならないよ
もぜひ推進

3329

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24176

光・量子
科学研
究拠点
形成に
向けた
基盤技
術開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ナノテクノロジー・材料をはじめとする重点科学技術分野
や産 業分野におけるニーズと光・量子ビーム研究のシー
ズとの融合・連携を図り、新しい 光源・ビーム源等の研究
開発に期待する。

ナノ テクノロ
図られる、各
療開発であ
されると大い
る研究であ

3330

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143

グロー
バル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

このまま推進していくべき事業だと思います。

グローバル
は、長期的
り、短期間で
なくとも10年
べきである。
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3331

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24135

最先端
研究開
発戦略
的強化
費補助
金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

日本の得意とする環境・医療技術分野、世界的貢献が期
待できる基礎科学分野に集中投資することは、その技術
分野における日本のさらなる優位性の確保と、世界にお
ける文化的な発言力の強化には必須な戦略であり、この
まま推進していただきたい。

基礎研究は
礎研究の成
の確保の源

3332

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は日本の基礎科学・科学技術の高度
化の源泉であり、かつ、幅拾い分野から広くアイデアを募
り、優れた計画を拾い出し推進させるきわめて重要な制
度である。特に激化する基礎科学・科学技術の分野の世
界的競争の中でも、常に日本の優位性を確保するには、
その国力にみあった投資が必要で、現在よりもより手厚
い金銭的支援が必要である。

アイデアの
であり、そう
わめて重要

3333

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

今回の施策で，ハイリスク研究を推進するための挑戦的
萌芽研究や基盤（Ｃ）の拡充が図られていることは評価で
きる．学界のエゴではなく，国民の視点に立った研究が
推進されるためには，旧来の狭い分野ごとの縦割りによ
る申請書の評価（レビュー）には限界がある．これでは，
学界のボスによる支配により，旧来の学術領域（学会の
セクション）等に収まらない，真に挑戦的，学際的な課題
は採択されない．環境科学など，研究の現場から生まれ
る課題は，原理的に旧来の学術領域には収まらない．現
場で見つかる研究対象は，原理的に，縦割りされた学会
組織の枠には収まらないからである．しかるに，Ｈ２２年
度の公募から，この問題に対応するために新設された新
学術領域研究（研究課題提案型）が，研究開始後2年を
経ない段階で，すなわち，新制度の価値が原理的に検証
できない段階で廃止されている．国民のための学術研究
という理念から，遠ざかり，学界のボス支配が強まる方向
に逆戻りしている． 
学界の既得権に阿る施策ではなく，国民の視点に立った
学術研究の推進が強く求められているはずである．国民
の視点に立った施策内容の見直しの上で，科学研究費
補助金の推進が求められるのではないだろうか． 

ご意見欄に

大
学・
公
的
研
究 50 文

革新的
タンパク

こ
の
ま

タンパク分子はすべての生命現象の基盤であり、本施策
について、引き続き研究体制をサポートすることで、生命
科学の研究基盤が強化されるとともに、創薬や難治疾患

本施策は、
福祉社会の
学の根幹を
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3334

機
関
（独
法・
公
設
試
等）

～
59
歳

部
科
学
省

24122

質・細胞
解析研
究イニシ
アティブ

ま
推
進
す
べ
き

の治療方法の確立方法など、長期的なライフイノベーショ
ンに大きく貢献できる。また、本施策はライフサイエンス
全体のインフラを大きく向上させて来たことから、本施策
の継続により、若い研究者の独立が促進される、と期待
される。

神経機能、
るタンパク分
成果を多数
究基盤を大
に繋がるだ
に繋がるイノ

3335

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24008

テニュア
トラック
普及・定
着事業

推
進
す
べ
き
で
は
な
い

テニュアトラック普及・定着制度は，推進すべきではな
い．廃止すべきである．

テニュアトラ
価すること，
学術分野１
したがって，
戦的な課題
で，ブレーク
い，論文数
これは，国民
全く望ましい
ために，評価
きなくなる．
教育に力を
現状では，
問題に目を
言わざるを得

3336

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24001

大学発
グリー
ン・イノ
ベーショ
ン創出
事業

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

本事業で掲げる「環境エネルギー技術」を考えると，その
基本は光合成である言える．言うまでもなく，太陽光エネ
ルギーをバイオマスに変換する能力（光合成）で，植物を
超えるシステムはなく，その効率化を追究した技術開発
が農業そのものである．さらに，農学は，植物-土壌生態
系というトータルな視野でバイオマス変換と物質循環の
持続的な調和を追究している．エネルギー技術に関する
施策では，農学が追究する環境調和性を重視して頂きた
い．

学術雑誌Na
気候変動を
炭素排出量
のなかで議
る農地面積
重要になる
は農業技術
と考えられる
した研究（例
を始めてい

3337

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24006

ライフサ
イエンス
データベ
ース統
合推進
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

現在、生命科学のさまざまな分野で多くのデータが生み
出されていますが、これをどのように効率的、有効に利用
するかは国家の一大事業です。特に、タンパク質データ
バンク(PDB)や生体核磁気共鳴データバンク（BMRB）の
ように世界的に統一され、わが国も運営の中心に関わっ
ているデータベースは、これを長期的に支えていくような
仕組みが是非とも必要です。世界の生命科学の効率的
推進のために、本統合データベース事業は高い優先度
で推進されるべきです。

生命科学の
要な役割を
予算が必要
ものは統合
り、予算も効
しかし、デー
その個性を
す。情報を制
すので、この
ます。

大
学・
公
的 推

グローバル
つながるた
て、時間と税
果，真に大事
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3338

研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24143
グロー
バルＣＯ
Ｅ

進
す
べ
き
で
は
な
い

現状では，不毛で副作用が多すぎる．本制度の理念を実
現するためには，基礎に立ち返り，大学院博士課程学生
の授業料無償化，給与支給等で対応すべきである．

現場の実情
海外を見れ
ては，授業料
金（返済不要
ような施策を
るべきことで
現場の実態
用ばかりが
的な問題か
よう，施策を

3339

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24157

首都直
下地震
防災・減
災特別
プロジェ
クト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

現状でも十分目的を達成できると考えられる。もしもプロ
ジェクト終了後について視野に入れるならば、このプロジ
ェクトで展開している首都圏周辺での中感度加速度計の
配置を少し見直し、西側（静岡―神奈川県境）や東側（千
葉県）にももう少し観測点を増やしてはどうか。例えば、こ
れまでの記録からあまり良い記録がとれない観測点、数
十点点程度を移設するのでも良いと思う。

関東周辺で
ちろんだが
沖のスロー
現象が存在
動強さの推
被害軽減の
的・経済的結
慮に入れた

3340

民
間
企
業

60
歳
～

文
部
科
学
省

24172

先端研
究施設
共用促
進事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

重イオン照射施設を民間で保有することは難しく、国レベ
ルの重イオン照射施設を民間に開放し、世界に先駆ける
研究・開発を推進することの意義は大きい。

宇宙用に民
界に負けな
スト低減化に
民生半導体
皆無であり
データを取得
で重イオン照
整備されて
からず民間
のである。尚
(例えば、宇
いても一段

3341

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナ
ルバイ
オリソー
スプロジ
ェクト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

本施策には現在までに集めたリソースすべてを最低限維
持していくことを求めたい。可能であればさらに新規のリ
ソース（たとえば新しい動物種をリソースに加えるなど）の
追加も考慮すべきと思う。予算を削減する必要があると
すれば、全体からバランスよく削減すべきであって、特定
のリソースの切捨ては好ましくない。

本施策は基
上、数年程
長期的な影
始後数年の
現在は予測
りかねない
スほど発展
できるので、
リソースの開

3342
そ
の
他

40
～
49

農
林
水
産

26108

新たな
農林水
産政策
を推進
する実

こ
の
ま
ま
推
進

個々の生産者レベルで蓄えられた生産技術を、一般化す
るための研究を今後も推進すべきである。

現状の国内
自立が困難
技術、流通
業者自体に
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歳 省 用技術
開発事
業

す
べ
き

で、公的資金

3343

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24014

頭脳循
環を加
速する
若手研
究者戦
略的海
外派遣
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

研究の進め方は、日本と海外というだけでなく、地域、国
によって大きく違います。また、言葉は悪いですが、ライ
バルを蹴落としてでも物事を進めようとするのが欧米の
スタイルです。そういう環境に身をおき修行を積むこと
は、今後ワールドワイドで活躍するためには必須の経験
と考えます。そのような機会を与える本施策を支持しま
す。

私自身、大
年強を海外
ものは研究
のネットワー
あたって強い
仲間です。近
のが今日の
ったアジア諸
を与えること

3344

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24020

イノベー
ションシ
ステム
整備事
業（イノ
ベーショ
ン成長
戦略実
現支援
プログラ
ム）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

伝統工芸など、現存する地方の特産品は江戸時代まで
の地方がそれぞれ一国のように活動していた時代だから
こそ、時間をかけて出来上がったものである。これからの
地方の特性を出すためにこのプロジェクトは推進してい
ただきたい。

疲弊した地
える雇用の
ために、この
１０年、２０年
要であるとい

3345
そ
の
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

バブルの頃、「経済一流、政治は二流」と評された日本
も、いまや「経済三流、政治は五流以下」に落ち込んでし
まったといわれています。 
そうなると、これからの日本が世界をリードしていける潜
在能力を持っているのは、科学技術ではないかと思いま
す。

なかでも、医
は、基礎医
に結びつく花
はありますが
いものであ
研究にハズ

3346

民
間
企
業

60
歳
～

文
部
科
学
省

24126
ゲノム医
科学研
究事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ゲノム医科学研究事業の推進は目覚しい進歩を遂げて
おり、個々の症例の背景が幅広い面から明らかとなるこ
とにより臨床医学ばかりでなく予防医学の面からも有効
かつ無駄のない医療の構築に極めて重要と考える。

既にお多くの
密接に関連
医療費は増
子標的薬な
ム解析は、個
に判断する
であり、いわ
もに無益な
貢献するも

民
間

40
～

文
部

ナノテク
ノロジー

こ
の
ま
ま

産総研が実施している産総研NPFとナノ計測施設の運用
及び、文部科学省ナノテクノロジー・ネットワーク事業は、

昨今の経済
術の導入は
って、独自で
その際に、産
部科学省ナ
することによ
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3347

企
業

49
歳

科
学
省

24180

ネットワ
ーク

推
進
す
べ
き

中小企業の技術者にとっては大変有意義です。今後も継
続していただきたい事業です。 

得が可能と
いただくこと
スピードアッ
これからのイ
の中小企業
えを厚くする
たします。 

3348
そ
の
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24123

脳科学
総合研
究事業
費

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

「高齢者世代」を目前に、老人に対する痴呆などの抜本
的治療がないことに不安を感じています。我々の次世代
に同じような不安を抱かせないためにも、土台作りが重
要だと考えます。なぜ、昨年度よりも金額が減っているの
か、分かりません。せめて同額を維持するべきだと思い
ます。

これからの
を持っている
は基礎研究
ベーション」
算要求が減
た。

3349

民
間
企
業

50
～
59
歳

経
済
産
業
省

27018

次世代
照明等
の実現
に向け
た窒化
物半導
体等基
板技術
開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

電球からLEDに照明は変わろうとしていますが、面発光
の有機EL照明は魅力的です。現状高額で一般に普及し
ていませんが、曲面などの応用もでき用途は拡大が期待
できます。 
一般家庭で早く使用できるようになればいいと思います。

地球温暖化
世代の照明

3350

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

強く支持します。我が国の基礎研究は、本施策によって
支えられています。新技術創出のような応用的研究に
は、企業等の補助金をはじめ、比較的潤沢な研究資金
が投入されていますが、基礎研究は本施策のみといって
も過言ではありません。十分な基礎研究は、応用研究の
発展にもつながります。

野球を例に
ング練習や
込み、筋力
ります。一流
可欠です。そ
発展に基礎
は欧米の基
世界のリー
分野の先鋒

3351
そ
の
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24134

戦略的
創造研
究推進
事業(社
会技術
研究開
発事業
を含む）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

日本が米国に比べて大きく遅れをとっているのは、宇宙
開発技術と医療分野だと言われてから久しいですが、こ
の何年かの政府の関心度、助成金の配分をみても、今
後更なる差が広がっていきそうに思えます。 将来を見据
えた、科学の基礎固めをもっと推進すべきだと考えます。

医学の基礎
を、政府の集
り大いに生
後の人類発
ていくべきで

3352

大
学・
公
的
研
究
機

40
～

文
部
科

24178

大型放
射光施
設

こ
の
ま
ま
推

様々な分野の先端研究を実施するために必須の施設で
あり、当該施策を後退させれば、将来的に国際社会での
日本の競争力を減じることになる。得られてきている数多

学術利用・産
されており、
されることま
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関
（独
法・
公
設
試
等）

49
歳

学
省

（SPring-
8）

進
す
べ
き

くの重要な成果から考えても、予算はむしろ増額して、推
進すべきである。

取り扱いに
影響を与え

3353

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24001

大学発
グリー
ン・イノ
ベーショ
ン創出
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

CO2の削減に大きく貢献できる再生可能エネルギーの活
用に関する研究に関し、各地に分散している研究機関、
研究者と連携し、有機的に研究を推進し有益な成果に結
び付けようとする施策であり高い優先度で実施すべきと
考えます。 
また、様々な分野で国際競争力を失いつつある科学技術
において、再生可能エネルギーの活用はわが国が世界
の先頭を派するべきものです。山の頂を高くすることで、
裾野産業の拡大にも繋がるため推進が必要と考えます。

今後実用化
発電、太陽
ギーによる発
主役となるべ
っている。長
地消を柱と
実用化に向
風力、太陽
っていること
化の研究拠

3354
そ
の
他

60
歳
～

文
部
科
学
省

24008

テニュア
トラック
普及・定
着事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

これからの日本を考えると、若い研究者の育成はとても
重要です。研究も人材育成も、目先のことばかりにとらわ
れず、１０年後、２０年後の日本を発展させるための「投
資」を増やすべきだと思います。

日本経済は
技術の発展
す。科学技術
に力を発揮
で、この政策
います。

3355

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24177

大強度
陽子加
速器施
設（J-
PARC）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

将来の科学技術分野を担う子供達を育成していく上で重
要な施設だと考えています。また、この施設での研究成
果は他の施設ではできないものばかりなので、日本だけ
でなく世界にとっても重要な施設です。ぜひ、施策を推進
してください。

J-PARCでの
関心を高め
ます。先月の
に来てたくさ
れました。研
や装置を間
来やってみ
今の子供た
推進してくだ

3356

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

特別研究員制度は、何よりも優先して行うべき政策であ
り、また現在よりも多くの人間を採用するように予算を拡
充すべきであると考える。

大学の定員
しく困難にな
若手研究者
スが崩壊し
ろう。このよ
れず、今後
難しくなり、
が生じるであ
別研究員制

大
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3357

学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は日本の基礎研究の基盤を作る補助
金であり、ようやく2000億円に到達したばかりです。野依
教授のノーベル賞をはじめ、多くの世界的な研究がこの
科学研究費によるサポートにより生まれたことを考える
と、この補助金をさらに充実させていくことが、日本の将
来を支えることになります。

日本は支出
時に日本の
せん。日本
算の削減を
の基礎研究
でも増額をし

3358

民
間
企
業

60
歳
～

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

H22年度予算額よりも増額した、H23年度の概算要求額
を維持すべきである。

科学技術基
科学技術に
れているよう
大イノベーシ
について、イ
大いに評価
 ただ、我が
基点としたイ
あるが、アカ
基づく独創的
的な科学技
ンの基にな
に係る予算
らなる充実が
 なお、科研
経費の充実
学への運営
費が細りつ
費等の競争
んでいると聞
る競争的資
大学は競争
や成果が見
での基礎研
盤的経費の
を改善すべ

3359

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20115

先端ＩＣＴ
技術に
関する
研究開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ICTデバイスの開発が重要である。 周波数資源

3360

大
学・
公
的
研
究
機
関

30
～
39

文
部
科

24176
光・量子
科学研
究拠点
形成に

こ
の
ま
ま
推

次世代光源（レーザー）の開発により原子力安全等に寄
与するため積極的に展開しているが、欧米や中国でも進
展している超高強度レーザーを用いた次世代ビームの開
発等の基礎科学研究の分野へも展開していくべきだろ

欧米で先進
に対し、中国
を含めて研
争そして、ア

38



（独
法・
公
設
試
等）

歳 学
省

向けた
基盤技
術開発

進
す
べ
き

う。国民への装置開発のインパクトが弱いのでシンボル
になるような大型装置開発があっても良いと思う。

ない独自技
きである。

3361

公
益
法
人

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24181

イノベー
ションシ
ステム
整備事
業（地域
イノベー
ションク
ラスター
プログラ
ム）

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

本事業は地域主導のもと、産学が連携して最新の科学
技術の研究により経済活性化を図るという、地域が主体
となって行う世界にも誇れる事業である。地域が主導す
る事で、地域ビジョンの具現化ができ、産学連携研究開
発において良く起こる研究のための研究や研究成果の
可視化が可能である。しかもすべての地域が行うのでは
なく、行う地域やテーマを国が先行して実施していること
が画期的である。

この事業の
化でき金を生
果としての知
研究機関に
であれば、1
そこには研
功するため
障、量産化
業であること

3362

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナ
ルバイ
オリソー
スプロジ
ェクト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

生物遺伝資源の保存を図る事業は各国で行われてい
る。日本で確立された成果は国内で維持すべきという観
点からも、推進すべきである。

地球環境の
には、積極
ため。

3363

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20118

未利用
周波数
帯への
無線シ
ステム
の移行
促進に
向けた
基盤技
術の研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ミリ波デバイスの開発は重要である。 周波数資源

3364

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24119

ナショナ
ルバイ
オリソー
スプロジ
ェクト

こ
の
ま
ま
推
進
す

ナショナルバイリソースプロジェクトイネ運営委員会委員
としてリソースの充実と利用促進を強く推進しており、現
状よりも更なる拡充を願う。

生物の多様
地球環境に
不可欠なも
必須の事業
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公
設
試
等）

べ
き

3365

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

雇用する研究者数の一層の拡充をお願いしたい。特に
PDへの支援の充実は日本の基礎科学の将来に対して
極めて重要である。またDCでの博士課程の学生への支
援の充実も最重要である。DCでの支援は、DC1よりも
DC2に重点をおくべきである。RPDについては自分はよく
分からない。

PDとして海
い。海外での
形式ではな
いてDCだが
面を心配し博
支援機構の
おり、心理的
ぎ、一部のご
ているか疑
を優先した方

3366

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24143

大学院
教育改
革推進
事業のう
ち、グロ
ーバル
COEプロ
グラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、世
界最高水準の研究基盤の下で世界をリードする創造的
な人材育成を図るためには必要不可欠である。

本取組にお
高く評価され
社会におい
る。

3367

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24132

感染症
研究国
際ネット
ワーク推
進プログ
ラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

感染症は人類の歴史とともにある疾病であり、地球環
境・生態に深く関わる疾患である。この疾患に対処するに
は、単に個別疾患の対策や地域・国単位の対策のみで
は不可能である。大きく地球環境・生態に関する情報をリ
アルタイムに集積し、分析し、一定の方策に基づいた具
体策が、個別に実施されなければならない。一方におい
て、感染症は国の公衆衛生の指標であるために、疾患の
発生状況などは国単位で守秘される傾向がある。本プロ
ジェクトは我が国の国策として、ユーラシア地域の感染症
情報を集約する研究ネットワークを構築し、感染症の国
際的な監視・管理に大きく貢献するものであり、各国から
の要請も強く期待も大きく、今後も継続的に実施する必
要がある。

橋本イニシア
クトであるが
かつ長期継
ものとなる。
感染症など
話題性に富
すいが、実際
日常活動（研
対策を講じ
バルな視点
も、本事業は
ある。

3368

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24176

光・量子
科学研
究拠点
形成に
向けた
基盤技
術開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光の新しい研究を継続することは重要である。
21世紀は光
するための
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3369

民
間
企
業

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24118

分子イメ
ージング
手法を
用いた
疾患診
断研究
及び治
療法開
発・評価
研究

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

分子イメージングの基礎研究を発展させることは重要で
ある。 
施策24117とも連動して進めることが有効である。

診断の研究

3370

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

幅広い科学研究のために中核となる予算であり、その見
直しを検討する必然性は存在せず、強く推進すべきであ
る。

日本は科学
施策として重

3371

民
間
企
業

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27005

グリー
ン・サス
テイナブ
ルケミカ
ルプロセ
ス基盤
研究開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

石油由来のオイルリファイナリーからの脱却のために、
バイオリファイナリーへの変換技術の開発は必須であり、
世界に先駆けて技術を完成させる事が資源の少ないわ
が国の生きる道であると思う。

発展途上国
で以上に二
見えている
てグリーン・
は大事な点
先駆けて開
を売り込んで

3372

民
間
企
業

50
～
59
歳

経
済
産
業
省

27154

高出力
多波長
複合レ
ーザー
加工基
盤技術
開発プ
ロジェク
ト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ものづくりの現場にレーザーを早期に導入することは重
要である。

レーザー加

3373

民
間
企
業

30
～
39
歳

総
務
省

20101

最先端
のグリー
ンクラウ
ド基盤構
築に向
けた研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

近年、世界中でエネルギー消費量が爆発的に増加する
中、省エネ技術の確立は先進国としての義務であり、 
日本が各国をリードするためには民間企業を活用し、競
争力を高める必要がある。

民間企業は
め。

大
学・
公
的

こ
の
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3374

研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

ま
ま
推
進
す
べ
き

日本の科学研究のボトムを上げるために研究費補助金
にもっと予算を割り当てるべきである。

特定の研究
てるより、科
科学研究費
このために
る。

3375

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20005

周波数
有効利
用に資
する次
世代宇
宙通信
技術の
研究開
発（動的
偏波・周
波数制
御による
衛星通
信の大
容量化
技術の
研究開
発）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

衛星通信の利用コスト削減に資する技術であり、有益な
研究と考えます。このまま推進し、幅広い層の国民が衛
星通信のメリットを享受できるようにすべきです。

衛星通信は
関わらず、利
利用のハー
きれば、気軽
す。

3376

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24141
特別研
究員事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

科学技術のブレイクスルーは若い研究者のイデアに起因
するか、研究者が若いときに身につけた基本的理解を育
てる等の発展に依存する事は、古今また洋の東西を問い
ません。こうした若手育成のこの事業は、不可欠の寄与
を持ち、より一層協力に推進すべきです。

既に若手研
すます重要

3377

民
間
企
業

40
～
49
歳

総
務
省

20002

グロー
バル展
開型通
信衛星
技術開
発事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

このまま継続し、場合によってはさらに力を入れなくては
いけない分野と考えます。

いわゆる「重
などの従前
中、宇宙関
はないでしょ
know-howが
で世界的に
野と思います

民 50
文
部

イノベー
ションシ
ステム
整備事
業（イノ

こ
の
ま
ま

地方の大学には技術シーズや地域の課題など地域の特
性を良く把握し、優れた提言や構想を持っているところが
少なくない。しかしながら、行政の所掌の違いで必要な予

わが国のG
模の産業創
において、工
直結する課
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3378

間
企
業

～
59
歳

科
学
省

24020

ベーショ
ン成長
戦略実
現支援
プログラ
ム）

推
進
す
べ
き

算化が出来ず実施できずに地域の産業創出のチャンス
を失っているケースが多々ある。地域に拠点を置く大学と
地域産業の連携による新事業、新産業の創出は公共工
事など短期的な景気対策と違い持続的な産業の成長に
寄与するものであり優先的に実施すべきものと考える。

太刀打ちで
最先端の技
国際競争力
の中小企業
要がありそ
可欠である

3379

民
間
企
業

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27169
グリーン
ITプロジ
ェクト

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

近年、世界中でエネルギー消費量が爆発的に増加する
中、省エネ技術の確立は先進国としての義務であり、 
日本が各国をリードするためには民間企業を活用し、競
争力を高める必要がある。

民間企業は
め。

3380

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

20
～
29
歳

文
部
科
学
省

24172

先端研
究施設
共用促
進事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

大学・公的研究機関の研究施設を民間企業等が利用で
きるようにすることは，非常に意義があることである．

これまで，大
民間利用に
本事業を推
新研究設備
研究機関で
的段階への

3381

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24149

国立大
学法人
等施設
の整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

国民全体のQOL向上のためには、地域医療の拠点とな
る大学病院附属病院が質の高い医療を提供することが
重要であり、本事業は重要である。

高度な医療
安全かつ機
入などが必

3382

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24187

産学イノ
ベーショ
ン加速
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

大規模かつ長期的な視点に立ち、新産業の創出の基本
となる技術を確立できる可能性の高い本施策を、推進す
べきと考えます。

推進すべき
視点に立つ
から応用技
ます。２つめ
が長期的な
本施策の重
つめとしては
ムにより、ス
が実現でき

農

鳥インフ
ルエン
ザ、ＢＳ

こ
の
ま BSE問題については発病メカニズムに関する基礎的研究 BSEプリオン
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3383
官
公
庁

40
～
49
歳

林
水
産
省 26106

Ｅ、口蹄
疫等の
効果的
なリスク
管理技
術の開
発

ま
推
進
す
べ
き

が進まないまま、現在焼却処分されている。国民の安全
意識向上の中、基礎研究を十分に推進するとともに牛肉
骨粉の有効な再資源化などの対策技術の開発を加速化
させるべき手ある。

な知見がほ
防法、治療
量に発生す
から。

3384
そ
の
他

60
歳
～

環
境
省

29102

子どもの
健康と
環境に
関する
全国調
査（エコ
チル調
査）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

 
子どもたちの疾患や環境に関する基礎調査が十分され、
蓄積され、調査データや結果が共有され、研究横断的に
有効に活用されるシステムが十分でないことを痛感して
いました。環境因子に大きく左右されるアレルギー疾患
がどんどん増え続けていることにとても不安を覚えていま
した。子どもの調査に国立成育医療研究センターと共同
というのは、適切なことと考えます。30万組というのは患
者さんの理解と協力を得るのに時間もかかります。長期
的な視野にたっての評価がされることも必要と考えます。

子どもに喘
がありました
の両方が発
しんだ環境
る環境を望
けられない要
予防も長期
はすぐには
す。長期的視
た成果を期

3385

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24122

革新的
タンパク
質・細胞
解析研
究イニシ
アティフ

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

ライフサイエンス分野全体への利用に関係するインフラ
の整備は必要であり、このような施策を積極的に推進す
べきである。科学技術は日々進歩しており継続的な支援
がさらなる成果につながる。

ターゲットタ
が理解でき
るようになっ
らゆる分野
ることからさ
た、構造解析
の開発や食
な成果が生
ムを通じて、
れら若手研
る。

3386

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

経
済
産
業
省

27126

固体高
分子形
燃料電
池実用
化推進
技術開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

固体高分子形燃料電池の研究開発に関わる予算が減額
されるようであるが、2015年の燃料電池車の市場投入に
向けて、むしろ更に活発な研究開発が必要である。

固体高分子
あるだけでな
核を担うべき
及・実用化に
らない課題
倒的に優位
ステム技術
ためにも、研
る。

3387

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24138
Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の

改
善・
見
直
し
を
し
た
上
で
推

当該施策における研究を下支えする高ルミノシティ電子・
陽電子加速器の開発・建設は続行すべきだが、推進する
研究トピックそのものとしては、B中間子ほかを介在する
希事象の探求のみでなく、極小エミッタンスビームを利用
する放射光科学も将来の展開可能性の一として、明確に
視野に入れたうえでの推進が必要。したがって、当該施
策の予算化にあたっては、改善・見直しをした上での推

高度化Bファ
細な設計作
な領域に到
モチベーショ
る、「標準模
在を原理的
が現在の学
リーで狙える
触がつかめ
んしては、高
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公
設
試
等）

探求 進
す
べ
き

進をすべきである。 であるなか
の技術的練
ルでの実現

3388

民
間
企
業

20
～
29
歳

総
務
省

20108

ICTグリ
ーンイノ
ベーショ
ン推進
事業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

地球環境を意識した推進事業は世界に先駆けて取り組
んでいただきたいと考えています。全力で支援願います。

環境問題を
くことに等し
在感が薄れ
を入れてくだ

3389

民
間
企
業

30
～
39
歳

経
済
産
業
省

27126

固体高
分子形
燃料電
池実用
化推進
技術開
発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

本件開発のH23概算要求額は，前年予算額の約25%減額
の3,880百万円が示されているが，昨年度と同規模の予
算を確保すべき。 
 
優先度は，昨年と同様にAとすべき。 

本施策のこ
燃料電池普
量の低減化
展し，目標達
一方，本施
ノベーション
い期待がで
り，燃料電池
国の来年度
億円といわ
勝つために
要であると考

3390

民
間
企
業

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24148
理科教
育設備
整備

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

理科予算の減少はあってはならない事です。生徒を理科
好きにさせるのは実験が絶対に効果的だと思います。 

実験を通して
なっている「
学技術創造
ではないで

3391

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24181

イノベー
ションシ
ステム
整備事
業（地域
イノベー
ションク
ラスター
プログラ
ム）

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

これまで培われて来た本事業の研究活動を中断または
遅延させることは大きな損失である。 
研究成果・実績を評価した上で更に進展させるべきであ
る。 

科学技術の
く、目先のこ
研究の基盤
である。

3392

大
学・
公
的
研
究
機

40
～

文
部
科

24144

私立大
学等経

こ
の
ま
ま
推

我が国の学術研究全体のすそ野を広げ、学術研究活動
を促進するためには、大学生の約8割を担う私立大学の
基盤の整備を図ることはますます重要になります。各私

同
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関
（独
法・
公
設
試
等）

49
歳

学
省

常費補
助

進
す
べ
き

立大学ごとに財政基盤は異なると思いますが、収入を学
生からの授業料のみでまかなうのは現実的に困難となっ
てきており、私学運営費補助金の継続が望まれます。

3393

民
間
企
業

50
～
59
歳

総
務
省

20102

超高速
光エッジ
ノード技
術の研
究開発

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

光通信産業は資源のない日本にとって、技術国日本の
成長分野であり、ますます力を入れることが、将来の日
本のためになると思います。また雇用の面でも大いに活
躍できる分野だと思います。

日本の光フ
です。 
この地位を
えますとたい

3394

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24132

感染症
研究国
際ネット
ワーク推
進プログ
ラム

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

欧米の先進国の多くは、当該プログラムと類似のネットワ
ークプログラム形成に１世紀に余る歴史を持っている。そ
れは、それぞれの宗主国としての植民地政策に緊密に
関係している。その歴史と伝統が、現代において、感染
症の国際間拡散に、いち早く対応できる大きい原動力と
なっている。５年前、当該プログラムが国の施策としてス
タートした時、わが国の国際的感染症対策は、漸く欧米
先進国の後追いが出来る体制を確保した、と私は考え
た。しかるに、事業仕分けの判定は、最悪は廃止、という
ことであった。当該プログラムを維持発展させない限り、
今後の国際的感染症対策は成り立たない事実が、政府
関係者、行政担当者へ周知徹底していないと痛感する。

当該プログ
が、外国拠
ある。諸外国
者なくしては
駐は、国立
になった事実
身、国家公
所所長であ
学特任教授
務めている
なみに、国立
点に長期駐
も、議論以前
該プログラム
私を含めて
て、そのこと
としているこ

3395

民
間
企
業

30
～
39
歳

文
部
科
学
省

24180

ナノテク
ノロジー
ネットワ
ーク

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

近年の工業製品に用いられる材料の新規開発にはナノ
テクノロジー技術が必須です。 
しかし、この技術を駆使するには、相当の施設・機器とデ
ータ解析に関する豊富な経験が必要です。 
一方、新規材料開発の技術はあるが、要因分析が困難
なため、ブレークスルーできない民間企業にとって本施
策の重要性は非常に大きいと思われます。 
産官学連携をうまく利用するために本施策の環境構築は
必要であることからぜひ継続していただきたい。 

この施策は
題に対して柔
国の実現を
また、大きな
の活性化を
術の本質的
考えます。
さらに、大学
識を持つ方
人材育成の
現には環境

3396

民
間
企
業

20
～
29
歳

経
済
産
業
省

27007

次世代
印刷エ
レクトロ
ニクス材
料・プロ
セス基
盤技術
開発事
業

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

プリンテッドエレクトロニクス技術の発展を支援すべき。

近年、日本
台湾などア
失いつつあ
トロニクス製
ニクス技術

大
学・

改
善・
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3397

公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

40
～
49
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

見
直
し
を
し
た
上
で
推
進
す
べ
き

科学研究費補助金は、これまでわが国の幅広い分野の
科学技術を支えてきた重要な施策である。ある特定領域
に分配されるような大型予算を縮小し、科学研究費補助
金を拡充すべきである。

平成23年度
種々の省庁
中している。
いような基礎
ションを生み
集中的研究
でもかんでも
ないと思う。

3398

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

文
部
科
学
省

24133
科学研
究費補
助金

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

我が国の科学研究費は、学問の全分野にわたり研究者
の発想に基づく研究を格段に発展させるという高い理想
をもって実施されています。これは、我が国の優秀な研
究者を支え、育成し、その成果が我が国全体に還流する
施策です。この優れた制度を一段と発展させるべきで
す。

「研究者の発
いう理想を実
る計画評価
を実現してき
なっています
様々なあり方
ます。我が国
た数えきれ
者が育ち、我
す。こうした

3399

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

50
～
59
歳

農
林
水
産
省

26108

新たな
農林水
産政策
を推進
する技
術開発
事業

そ
の
他

拡充、強化すべき 
 
２３年度予算額が前年に比べ大きく減額されているが、
本事業は、拡充強化すべきである。

本事業は、
的ではなく、
る。国策とし
現在の予算
強化すべき

3400

大
学・
公
的
研
究
機
関
（独
法・
公
設
試
等）

60
歳
～

文
部
科
学
省

24138

Bファクト
リー加速
器の高
度化に
よる新し
い物理
法則の
探求

こ
の
ま
ま
推
進
す
べ
き

人類の知的資産として素粒子物理学分野における明確
な進展をもたらしたKEKBプロジェクトは、まだまだ発展途
上であると思われる。KEKBで培った実験技術を更に発
展させ、より多くの統計量を蓄積することにより、新たな
物理の世界が見えてくることはこれまでの実験結果が示
している。これからの若い世代の研究者に活躍の場と機
会を与えることもできる。大型加速器でしかできない基礎
科学の推進を強く支持するものである。

物理法則の
いることを素
与えることが
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